
大
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桑
津
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跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
市
東
住
吉
区
桑
津
四
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
六
月
ぞ
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
②
大
阪
市
文
化
財
協
会

４
　
調
査
担
当
者
　
高
橋
　
エ

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ぞ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

桑
津
遺
跡
は
上
町
台
地
の
東
縁
に
位
置
し
、
現
在
の
大
阪
市
東
住
吉
区
桑
津

町

・
駒
川
町

・
西
今
川
町
に
か
け
て
の
一
帯
、
南
北
八
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
東
西
六
〇
〇

ｍ
の
範
囲
を
も
つ
。
遺
跡
の
南

西
部
の
近
鉄
北
田
辺
駅
周
辺
に

は
田
辺
廃
寺
の
存
在
が
想
定
さ

れ
て
お
り
、
飛
蔦
時
代
か
ら
奈

良
時
代
の
瓦
が
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
北
西
二

。
三
ｈ
に
は
四

天
王
寺
が
あ
る
。

桑
津
遺
跡
で
は

一
九
二
七
年

に
京
都
大
学
と
大
阪
府
に
よ
っ

(大阪東南部)

後 期
10

前 期
遺構概略図



1991年出上の木簡

て
初
め
て
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
弥
生
時
代
中
期
の
遺
構

。
遺
物

が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
①
大
阪
市
文
化
財
協
会
を
中
心
に
発
掘
調
査

が
行
な
わ
れ
て
き
て
お
り
、
や
は
り
弥
生
時
代
中
期
の
集
落
遺
構
や
方
形
周
溝

墓
と
、
同
期
の
遺
物
が
多
く
発
見
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
よ
う
な
飛
舟
時
代

の
遺
構
の
検
出
例
は
未
だ
少
数
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
は
民
間
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
先
立
つ
も
の
で
、
調
査
面
積
は

約
七
二
〇
ポ
で
あ
る
。
地
表
下
約
四
〇
伽
で
層
厚
約

一
〇
伽
の
中
世
耕
作
土
と

な
り
、
そ
の
直
下
で
地
山
と
な
る
。
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
の
は
耕
作
土
層
の
基

底
面
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
遺
構
は
上
面
を
か
な
り
削
平
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
お
も
な
検
出
遺
構
は
、
古
墳
時
代
後
期
の
溝
、
飛
蔦
時
代
の
掘
立
柱
建

物
群
と
木
簡
を
出
土
し
た
井
戸
な
ど
で
あ
る
。

掘
立
柱
建
物
群
は
、
布
掘
り
掘
形
を
も
つ
も
の
を
含
む
掘
立
柱
建
物
六
棟
と

塀
と
考
え
ら
れ
る

一
本
柱
列
か
ら
な
る
。
こ
れ
ら
は
建
物
の
方
位
と
重
複
関
係

か
ら
三
棟
ず
つ
二
時
期

金
削
・
後
期
）
に
分
れ
て
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建

物
群
の
全
容
が
判
明
し
て
い
な
い
の
で
確
定
で
き
な
い
が
、
布
掘
り
掘
形
を
も

つ
建
物
三
と
庇
を
巡
ら
せ
た
建
物
六
は
中
心
建
物
の
可
能
性
が
あ
る
。
柱
穴
の

掘
形
の
規
模
は
六
〇
ぞ
九
〇
帥
で
あ
る
が
、
柱
痕
跡
は
い
ず
れ
も
最
大
で
二
〇

伽
と
小
さ
い
。

後
期
掘
立
柱
建
物
群
の
時
期
は
、　
一
本
柱
列
の
掘
形
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器

杯
か
ら
七
世
紀
後
半
を
遡
ら
な
い
。
前
期
の
建
物
三
の
掘
形
に
取
付
く
溝
か
ら

出
土
し
た
須
恵
器
杯
は
七
世
紀
前
半
の
も
の
で
あ
る
。　
一
方
、
木
簡
が
出
上
し

た
井
戸
は
、
重
複
関
係
か
ら
六
世
紀
後
半
の
上
器
を
出
上
し
た
溝
よ
り
新
し
く
、

廃
絶
時
に
埋
め
戻
さ
れ
た
上
に
含
ま
れ
て
い
た
最
も
新
し
い
上
器
は
七
世
紀
前

半
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
井
戸
は
前
期
の
掘
立
柱
建
物
群
に
伴

い
、
そ
の
廃
絶
と
同
時
に
埋
め
戻
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
。
し
た
が
つ
て
、
こ

の
埋
め
一戻
し
土
か
ら
出
上
し
た
木
筒
に
は
七
世
紀
前
半
の
年
代
が
与
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

「
　
　
　
　
　
　
　
募
之
乎

ω
　
。

（符
録
）

文

田
里
　
道
意
白
加
之
」

。
「
各
家
客
等
之
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　

∞μ蒙
∞翼
ヽ
露

＊

下
端
を
削
り
取

っ
て
鈍
く
尖
ら
せ
て
あ
る
。

「募
之
子
」

の
周
辺
に
は
う
す

く
墨
痕
ら
し
い
も
の
が
見
え
、
側
面
か
ら
見
る
と
こ
の
部
分
の
厚
さ
が
他
よ
り

や
や
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
削
り
取
ら
れ
た
文
字
が
あ
っ
た
ら
し
い
が
、



字
数
や
何
が
書
か
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。

釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
国
際
仏
教
大
学
の
藤
沢

一
夫
氏
、
奈
良
大
学
の
水
野

正
好
氏
、
大
阪
大
学
の
東
野
治
之
氏
に
検
討
を
お
願
い
し
た
が
、
三
氏
の
間
で

異
論
の
な
い
案
は
得
ら
れ
ず
、
右
の
釈
文
は
藤
沢
氏
に
よ
る
案
で
あ
る
。

上
に

「
日
」
を
線
で
Ｔ
字
形
に
結
ん
だ
符
纂
、

そ
れ
に
続
い
て

「安
」
を

崩
し
た
よ
う
な
文
字
が
書
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
ま
で
が
符
録
と
考
え
ら
れ
る
。

「文
田
里
」
は
地
名
ら
し
い
が
、
「欠
田
里
」
か
も
し
れ
ず
、
地
名
で
は
な
く
、

「鬼
四
郎
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
「道
意
」
「白
加
」
は
そ
れ
ぞ
れ
人
名
と
考
え

ら
れ
る
が
、
「由
加
之
」
（ゆ
か
し
）
と
万
棄
仮
名
で
読
む
意
見
も
あ
る
。
「道
意

白
加
」
が
人
名
で
あ
る
場
合
は

「之
」
は
、
意
味
の
上
で
は
読
ま
な
い
置
字
の

よ
う
な
用
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。　
ま
た
、

「白
加
」
は

『
日
本
書
紀
』
崇
峻

元
年
是
歳
条
に

「百
済
国
遣
恩
率
首
信
、
徳
率
蓋
文

（中
略
）、
画
工
白
加
」
と

み
え
、
同

一
人
物
か
は
別
と
し
て
、
百
済
か
ら
渡
来
し
た
画
工
の
名
に
同
名
の

者
が
あ
る
。
こ
の

「白
加
」
は

「元
興
寺
塔
露
盤
銘
」
で
は

「百
加
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
「募
之
子
」
の

「之
子
」
も
意
味
の
上
で
は
読
ま
な
い
字
で
あ
る
。

「募
」
は
左
の

「意
」
と
同
字
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

「客
等
之
」
は

「皮
々

等
之
」
（ひ
ひ
と
し
）
と
万
葉
仮
名
で
読
む
意
見
も
あ
る
。
こ
の
場
合

「皮
々
等

之
」
は
、
藤
原
宮
跡
出
上
の
巣
薬
寮
関
係
の
木
簡
に

「皮
々
」
と
記
し
た
も
の

が
あ
る
こ
と
か
ら
薬
物
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

東
野
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
七
世
紀
の
百
済
風
の
書
体
と
考
え
て
も
よ
か

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
符
象
の
あ
る
面
の
文
字
は
肉
太
で
力
強
く
、

他
方
の
面
の
文
字
は
繊
細
で
、
書
き
手
の
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

意
味
の
上
で
は
読
ま
な
い

「之
」
を
多
く
用
い
る
こ
と
や
書
体
か
ら
、
渡
来

人
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
遺
跡
周
辺
が
古
く
百
済
郡
に
属
し
、

渡
来
系
氏
族
の
日
辺
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
と
合
せ
考
え
る
と

興
味
深
い
。
管
見
の
限
り
で
は
日
本
最
古
の
呪
符
木
簡
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

高
橋
　
工

「桑
津
遺
跡
の
掘
立
柱
建
物
群
」
（大
阪
市
文
化
財
協
会

『葦
火
』
三

四
号
　
一
九
九
一
年
）

高
橋
　
工

「桑
津
遺
跡
か
ら
日
本
最
古
の
ま
じ
な
い
札
」

（大
阪
市
文
化
財
協

会

『葦
火
』
二
五
号
　
一
九
九
一
年
）

（高
橋
　
工
）




